
領域別平均正答率の経年変化（数学B）
H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H24年度 H25年度 H26年度

数と式 -1.7 0.2 0.6 1.4 -1.7 0.2 -3.3
図形 -1.8 -0.5 0.4 0.9 -0.4 -0.2 -2.8
数量関係 -1.5 -1.8 -0.1 0.4 -1.4
関数 -1.7 -4.2
資料の活用 -2.6 -4.4

中学校数学における分析 

領域別平均正答率の全国との比較【中学校】〔数学〕 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「数量関係」の領域は、平成２５年度から「関数」と「資料の活用」の２領域に分けられている。 

数学Ａの「数と式」の領域のみ全国平均を上回っているが、それ以外は昨年度よりも全国

との差が大きくなっている。特に、数学Ｂの「関数」「資料の活用」の領域は４ポイント以

上下回っていることから、関数の意味を理解し、関数関係を見いだす活動や、相対度数の必

要性と意味を理解し、資料の傾向を読み取る活動を重視することが大切である。 

領域別平均正答率の経年変化（数学Ａ）
H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H24年度 H25年度 H26年度

数と式 0.9 2.3 1.2 1.4 1.6 0.7 0.2
図形 1.4 1.8 0.5 1.6 1 0.2 -0.9
数量関係 -0.7 0.5 0.9 1.2 0.2
関数 1.8 -1.2
資料の活用 0.2 -3.1



中学校数学における改善の視点 
 
数と式の力を伸ばすポイント 

○ 数量の大小関係を、文脈に沿って的確に捉えて表現しましょう 

・ 事象において比べようとする数量に着目し、文脈に沿って「以上」、「以下」、「より大きい」、

「未満」のいずれかを的確に捉え、不等号を用いて表現することが大切です。 
○ 事柄が成り立つかどうかの判断に応じて、判断した理由を説明しましょう 

・ 成り立つと判断した場合には文字式を用い、成り立たないと判断した場合には反例をあげ、

それぞれ説明することが大切です。特に、事柄が成り立たない場合には、反例を１つあげて、

それを根拠とすることで説明が成り立つことを理解することも大切です。 
図形の力を伸ばすポイント 

○ 図形の移動の様子を観察し、移動前後の関係を捉えましょう 

・ ある図形がきまりにしたがって移動していることを、コンピュータを使うなどして視覚的

に捉えたり、平行移動、対称移動、回転移動の定義や性質を確認したりすることが大切です。 
○ 証明の方針を立て、その方針に基づいて証明

しましょう 

・ 証明の方針を立てるために、結論を導くには

何がわかればよいかを明らかにし、着目すべき

図形を指摘したり、性質や関係を見いだしたり

することが大切です。 
・ 方針に基づいて証明を書くためには、「証明の

方針」と「証明」の対応や順番について考え、

仮定から結論を導く推論の過程を的確に表現す

ることが大切です。 
関数の力を伸ばすポイント 

○ 関数の意味を理解し、関数関係を見いだしたり、関数を判断したりしましょう 

・ 様々な事象の中の２つの数量 x、y について、y が x の関数であるかどうかを見いだすため

に、具体的な数をxに当てはめてyがただ一つに決まるかどうかを確かめることが大切です。 
・表、式、グラフを相互に関連付け、式やグラフの形から関数を判断することが大切です。 

○ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明しましょう 

・ 様々な問題を解決する際に、グラフの傾きや交点の意味などを事象に即して解釈しながら

問題解決の方法について考え、「用いるもの」（例えば、グラフ、式、表など）と「用い方」

（例えば、２点を通る直線からグラフ上の x の値に対応する y の値を求めることなど）を的

確に捉えて説明することが大切です。 
資料の活用の力を伸ばすポイント 

○ 相対度数の必要性と意味を理解し、資料の傾向を読み取りましょう 

・ 度数分布表やヒストグラムに基づき、ある階級の度数が総度数に占める割合を求め、その

割合を用いて資料の傾向を読み取ることが大切です。 
○ 不確定な事象の起こりやすさを判断し、その理由を説明しましょう 

・ 不確定な事象の起こりやすさを判断するために、試行を多数回繰り返して統計的確率を求

めたり、樹形図などに整理して数学的確率を求めたりすることが大切です。 
・ 判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようになるために、説明すべき事柄(B)とそ

の根拠(A)の両方を示し、「(A)であるから，(B)である。」ことを、確率を用いて的確に説明す

ることが大切です。 


	1表紙.pdf
	2資料提供（概要）doc
	3総論（修正済み）
	4表紙（教科）
	5Ｈ２６領域別（小国語）
	6ポイント修正版
	7更新01領域別小算
	8指導改善のポイント・算数
	9領域別中国２
	10中国分析
	11加筆01領域別（中学校数学）
	12指導改善のポイント・数学
	13問題形式別小・中
	14表紙（質問紙）
	15修正済み　公表資料について（姿勢・学習習慣）
	16修正済み　公表資料について（関心・言語力）
	17公表資料について(研修・授業改善）
	18公表資料について（個に応じた・家庭学習）
	19公表資料（家庭学習・生活習慣）
	20公表資料について（家庭の会話・地域）
	21公表資料について(コミュニケーション・夢希望）
	22公表資料（規範意識・自尊意識）



